
学年 教科名 科目名 単位数 対象コース 

高校 1 年 社会科 歴史総合 2 SS コース 

教科書・副教材 現代の歴史総合(山川出版社)、現代の歴史総合ノート(山川出版社) 

 

科目の目標 

「歴史総合」は、近現代の歴史を中心に学びながら、歴史的な見方や考え方を養うことを目的としています。日本と世界の歴

史を相互に関連づけながら理解を深めることで、歴史が単なる過去の出来事ではなく、現在の社会や国際関係に影響を与えて

いることを実感できるようにします。 

また、現代社会が抱える課題の背景を歴史的に考察し、多角的な視点をもって議論する力を身につけることも重要です。そ

のために、単なる知識の習得にとどまらず、資料や史料を活用しながら、根拠に基づいた探究的な学びを進めていきます。こ

うした学びを通じて、歴史をより主体的に捉え、自ら考え判断する力を育てることを目指します。 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

近現代を中心とした日本と世界の

歴史についての基礎的な知識を習

得し、それを適切に活用できるかを

評価します。具体的には、歴史的事

象の理解や、年表・地図・統計資料

の読み取り、用語の適切な使用など

が含まれます。 

歴史的な事象を多角的に捉え、因果

関係や背景を考察する力を評価し

ます。具体的には、資料やデータを

もとにした論述、歴史の流れを踏ま

えた意見の形成、現代社会との関連

を考えた発表やレポート作成など

が対象となります。 

歴史学習に対する意欲や関心を持

ち、継続的に学ぼうとする姿勢を評

価します。授業や課題に積極的に取

り組む態度、資料を活用して自ら調

べる姿勢、他者との議論を通じて学

びを深める姿勢などが評価の対象

となります。 

評価の方法 

小テスト・単元テスト 

定期考査 

ワークシートや課題提出 

定期考査(記述式) 

レポート・プレゼン 

資料を用いた考察問題 

リフレクション 

授業内の発言・質問・議論への参加 

授業外の学習・自主学習の取り組み 

 

年間学習計画 

学期 学習内容 時数 主な評価方法 

１ 

学 

期 

オリエンテーション・授業開き 1 評価しない 

第 1 章 結びつく世界と日本の開国 3 プリント・リフレクション 

第 2 章 国民国家と明治維新 5 プリント・リフレクション 

PW(PW まで 9 時間) 1  

第 2 章 国民国家と明治維新(続) 4 プリント・リフレクション 

第 3 章 総力戦と社会運動 4 プリント・リフレクション 

期末考査(期末考査まで 8 時間) 1  

２ 

学 

期 
夏休み課題  別途指示 

第 3 章 総力戦と社会運動(続) 6 プリント・リフレクション 

第 4 章 経済危機と第二次世界大戦 6 プリント・リフレクション 

PW(PW まで 12 時間) 1  

第 4 章 経済危機と第二次世界大戦(続) 8 プリント・リフレクション 

第 5 章 冷戦と世界経済 3 プリント・リフレクション 

期末考査(期末考査まで 11 時間) 1  

３ 

学 

期 

冬休み課題  別途指示 

第 5 章 冷戦と世界経済(続) 3 プリント・リフレクション 

第 6 章 世界秩序の変容と日本 9 プリント・リフレクション 

学年末考査(学年末考査まで 12 時間) 1  

 


